
、

地質調査所月報（第3巻第3号）

ている。この間の生産は次の通りである。（軍位3殖）

昭和24年 昭一、和25年

5月16月17月8月lg月1・q月1｝・月1・2肺月2月／3月14月15月16月

生産量
　　　　　　　　　124　　　　　　　　　　　　390　　　　　　　　　　　　　　　　　1801180　　　　　　　240　　　　300　　　　　　　　　　　　　　232　（t）

現在坑内夫29名で5号脈を採掘中で，手掘りを主とし，

墜岩機は3台ある・坑内粗鉱は，クラッシゼ斥て破砕し・

10cm以上のものは手選により塊鉱精鉱（品位29％）と

し，2分目箭下はウイルブレーテーブルに捗1けて品位40

～43％　の精鉱とする。精鉱はトラックにより霊稜廓駅

に搬出し，東洋高圧砂川工場に費鉱している。

　7）結　　言
　本鉱山の既知鉱脈め中5号脈は蓮続性に富み，脈幅も大

きく規模雄大である。その走向延長は現在まそに確認さ

れだもの以上は望めないが，上下には相当の蓮続が予想

される。現在までに本鉱脈は大貫堪・栄坑（高低差数m）

地並から上下に10～20m．以内が採掘せられたに過ぎ

ない。随つて今後峠切上り，掘下りを進めて鉱脈（特に

その中の富鉱部）の上下における蓮続駄態を速やかに確

認して置≦必要がある。5号脈以外の鉱脈は規模遙かに

小さく，品位も低いので今後の探鉱結果を麹待し得な

い0

　　　　　　　5．総、　括
　本地域の硫黄鉱床には沈澱鉱床と鉱染・交代鉱床およ

び昇華鉱床がある。これらはしばしば相伴つて産し，例

えぱ沈澱鉱床の一部に鉱染・交代鉱床を伴う亡とは珍ら

しぐない。随つて一つの鉱床を一つの型式に纏めること。

は困i難iであるが，その主体をなす部分について鉱床型式

によつて分類すれぼ次のようになる。

　・（1）　主として沈澱鉱床………………古：武井鉱山

古武井鉱床および埠山沢鉱床，大梶鉱床。

　（2）主として鉱染・交代鉱床・し……盾部鉱山の諸

茸床，滝ノ沢鉱床，恵山鉱山の諸鉱床，古武井私山石橋

沢鉱床，大梶鉱山の一部。

　（3）　主として昇華鉱床・…・………い・・恵山鉱山の諸

鉱床（旧水無鉱床を含む）

4・813q6

　1

428 398 725 536 555

計

5002

／

553，543：553．48；550．8（521．28）＝622．19

、次に鉱床の規模によつて分類すれぼ家のよう年なる・

　・（i）　天規模の鉱体をなすもの……詩古武井鉱山古

武井鉱床。

　（1）　中規模乃至小規模の鉱体をなすもの……恵山

鉱山の諸鉱床，．大梶鉱床，滝ノ沢鉱床，古部鉱山の諸鉱床

　規模の大きなものは古くより採掘せられて残鉱の少な’

いものが多い。、随つて現在の鉱量（残鉱）によつ℃分類

すれば次のように二なる。

　（1）相当な鉱量を予想し得るもの・・f……滝ノ沢鉱

床，古部鉱山新々鉱床。

　（2）余り多くを望めないもの……………恵山鉱山

の諸鉱床，大梶鉱床，古武井鉱山旧山沢鉱床および石橋

沢鉱床，古部鉱山の旧鉱床および新鉱床。

　（3）残鉱を全く予想し得ないもの………古武井鉱

山古武井鉱床。

以上のように本地域には多くの硫黄舘床が知られてお

防その中には稽々大規模な稼行に適するものもあるの

で，今後とも北海道においては重要な硫黄生産地となる

であろう。しかし多くの鉱床は古くより稼行せられて現

在では既に老境にあるので，余り大きな期待は掛けちれ

な～・o

　硫化鉄鉱床とし宅は今回調査した土谷石崎鉱山の外に

戸井鉱山（戸井村），日浦鉱山（院岸内村）等があつてい

づれ磯灘球脈をなす・鉱脈瞭石鄭ζ多く（随つ

て貧鉱が多い二）。現在では土谷石崎鉱山のみが稼行せら

れている。本鉱山の主要脈たる5号脈は鉱床規模大き

く7鉱石品位も比較的高い。現在までにそ¢）一部が採掘

せられたに過ぎないので，相当量の残鉱が予想され，今

後の開発によつて重要な硫化鉄鉱山となるであろう。

　　　（昭和25年7月および昭和26年8月調査）

』
手
葉
県
嶺
岡 鉱山およびその附近の蛇紋岩についてー

肥　　田

　　　　　　　　R6sum6
・0盈　t血e　Serpenti鵡e　of　the　瓢亘neo嵐置　Mine

（n且礁ele）a翻itsNeig恥o肛r童n暫are＆麓

Ka〕mogaw＆一mac猛，Awa卜gu馬　C血iめa　Pref．・

昇苦

　　by
Noboru　Hida

The　serpen伽e　in　the　Mineoka　Miηe　was』

必鑛床部
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千葉県嶺岡鉱山およびその附近の蛇紋岩について（肥田昇）

surveyed　by　the　author　to　invertigate　the　cha－

racter　and6re　reserves　for　the　use　of　fertilizer．

　　 The　Mineoka　mine　has　bee血worked　since

1945　as　the　nikel　resource．　　The　serpentine

mass，inlen口cularform，exposesinE－Wdト
　rectiQn，associated with　diorite　and　basaltic　an一，

　desite，　surrounded　by　the　Mieoka｛omations．

　Succ6ssion　of　sedimentation　as　follows：

　　　Sakuma　group（Lepid6（∫yclia，Opaculina）

　　　Hotagr・upe（whiteandst・pe）

　　　Mineoka　gro終p　（alten。of　s、s。＆sh．）

　　　The　age　of　intnlsion　of　those　・μ1tra－basic

　rocks　may　be　Teritary，because　the　Mineoka

　has　been　correlated　to　Palaeogene．

　　　The　serpentine　is　green　or　dark　green　’in

　color，　containing　fresh　rhombic　py宰oxene（ensta－

　tite　bronzite）and　weathers　into　yellowish　brown

　rock　with　sluggish　surface．

　　　The　chemical　analysis　of　the　serpentine

　gives　the　following　results．

　　　　　　MgO　　　　　　　　33－39％

　　　　　　AI20ガ　　、　　1－2％．

　　　　　　Sio2　　．　　　　　　　　　37－39％

　　　　　　Fe203‘　　　　　10％一
　　　This　is　a　noxmal　serpentine　in　chemical　com－

　positions，excepting　a　little　low　content　of　MgO．

　　　Orer6servesarevery・1argeandBarea亙s

　very　convenient　in　traffic．

　　　　　　　　　1．緒　　　言・

筆者は千葉県安房郡鴨川町附近の嶺岡鉱山およびその

附近の蛇紋岩について観察する機会を得たのでここに主

としていわゆる「熔性燐肥」原料としての観点から・記述

する。

　ちなみに嶺岡鉱山は終戦と共に休止したが，当時ニッ

ケルの貧鉱としての蛇紋岩を採掘していたものである。

　　　　　　　2．位置交通および地形

　蛇紋岩は相当広範に亘り千葉県安房郡鴨川町海岸附近
　　　　　　　　　　　　　シユキ
から，同郡曾呂村1田原村，主基村に至る延長約8km

に亘り，丘陵の頂部を占めて東西方向に長く分布してい

るo

　ニジケル探掘場は房総線安房鴨川駅西南方にあり，旧

製錬工場まで約2km（トラック），他は山道約2kmの

地点にある。鴨川町海岸附近の蛇紋岩地幣は安房鴨川駅

より県道2km，太海駅より約1．5kmの位置を占めて

いるo
　山綜200～300m位の丘陵性の峰が東西に細長く蓮続

して発達している。

　　　　　　　2．

1）　地　　質

地質および鉱床

　ごの地域については既に三土知芳氏1）の調査およびそ

の他の研究2）が行われており，かつニッ、ケル鉱床として

嶺岡鉱山の調査は既に多く行われている。

　この地域はいわゆる嶺岡暦群・保田暦群からなり，．と

れを貫いて蛇紋岩，噌部閃線岩質岩石が発達している。

　地暦は大略東西性の走向を有し，北乃至南に緩く傾斜

しており，蛇紋岩は主として嶺岡贋群3）を貫いて東西に

長く帯歌をなして発達し，断続しつつ房総半島の西海岸

近くまで延びているo

　嶺岡暦群は頁岩を主とした頁岩，砂岩の互暦で，一部

に珪質石友岩を含んでおり，これと不整合に白色砂岩を

主とする保田暦群が上部に発達し，寄らに佐久聞層群が

とれに不整合に発達している・蛇絞岩は主として嶺岡暦

群の頁岩を貫いているようであるが，露出が不充分でそ

の関係は明らかでない。

　蛇紋岩の貫入時代については最近附近の地暦の時代が

第三麗上部中新填～中部宇新世となされるに至うた・4）

　蛇紋岩のほかに閃隷岩質岩石が小規模に分布し，嶺岡

暦を貫いている。これ等の火成岩のほかに主として海岸

地区には安山岩が発達し，海岸および島喚の岩石塗構成

している0

2）鉱　　床

　範こでいう鉱床は熔性燐肥原料としての蛇紋岩を』）

う。前項で述べたように蛇紋岩の分布は広く外観はいづ

れも同様で部分的に外観を異にする風化岩となつてい

ろ。この抽区め蛇絞岩特に旧ニッヶル探掘場附近のもの

について化学成分は別表の通りである。一一般に蛇紋岩は’

丘陵の頂上部附近に発達し低部に第三紀暦が発蓬してい

る0

　　　　　　　4。鉱石の品位と鉱床量

　1）　品　　位

　この地区の蛇紋岩は外観暗線色～鮮線色で，斜方輝石

の新鮮な結晶が多く認められ，時々長さ5mm＋におよ

ぶととがあるる風化部分は暗褐色～次黄色で輝石のため

表面は著しい凹凸を示している。この傾向は旧デッケル

探掘場附近におい宅著しい。特に風化が進んでいる場合

にけいわゆる含ニッケル緒土と向様な部分を伴うに至

る占

　1）三土知芳：七万五千分の一　勝浦図幅（未刊）

㊧謄灘蝶韓懇婦？塩響　岬
　3）　さらに西方では保田暦群の、ヒ部佐久問暦群を貫いている。

　4）前出（鮫島，小池）
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　　　　　　　　　　　　　地質調査所月i報（第3巻』第3号》』

鉱石の品質5）は本所化学課竹田栄藏按官ゐ行つた分析結 畢によれば・家表の如くである。

千：葉県嶺岡鉱山蛇紋岩分析表

1
2
3
4
5
6
7

．8

一
r
S
i o2

37．38

35．47

37．69

37．36

37．62

お7．74

37．53

38．58

MgO

『37．12

39．00

35，62

33．50

37．76

39．47

36．86

37．48

A1203

1．13

1．20

1．21
’
1
．

14

1．30

1．65

2．04

1。43

Fe2・31

6．02

4．47

6．27

6．96

5，99

3．85

5．65

526

Fe・日

1．26

2．56

轡1．33

1。10

1。74

3。60
2．．09

2．53

Nio

0．30

0．32

0．30

0．62

0．26

0．28

0．30

0．32

、’・g・1・ssl　T・taI

、6』881

　　ヒ16．74
　　も

手7・361

11：1劃

　　113，39

14，88

16，62

100．09

99．76、

99．78、

99．61

100．06’

99．98

99．36

100．22

・註）　1，4　風化著しい部分

　　2，3新鮮な部分’
　　5　　一部新鮮で一一部風化している部分
　　6　暗緑色細粒なもの一

分析に当てた試親は極く一部の蛇紋岩であるが・岩体は

均質であり，試料は略々全体を代表していると推定され

る。．

　現在用いられている熔性燐肥原料6）としての諸條件奪

例挙すると

　（1）MgO　高い程良いが，37％ん38％以上が望ま

　　　　　しいQ
　（2）A12qある程度迄は許容されるが，少し堰加

　　　　　すると製品の拘溶率が低下す喬。

　（3）Sio2普通の蛇紋岩の程度までよいが，多くな

　　　　　ると不適であるo

　（4）Fe分8～9％位が望ましい。

　ぐれによつて当地域の蛇紋岩を検討するξ

　（1）MgO聞～39％を示し・一部のもの嫡幾分低す

　　　　　・ぎるρ

　（2）A12031～2％位で，これを越えるもの億極少量

　　　　　・である。

　（3）　Sio2特に問題がない。・

　（4）Fe分10％を越えるものは僅かであるので特に

（A）地区旧探掘場

（B）地区県道浩い

　丘陵
　（海岸附近）

品質鉱床量（推定）　　備　　考

普通．

普通

3．1×107t索道，ト・線撤
　　　　去のため搬出難

　　　　　問題はない。
ずなわち当地域のものは全体としてMgOがやや低い

傾向があることが欠，点とすべきであろう。なお需要工場

で試験検討されること1が望ましい0

　2）鉱床蚤
　この地区の蛇紋岩の埋藏量は極めて莫大であるが操掘

條件，　…搬出等を考慮すると，　次の2地区が適当と考え

られる。

　　　　　5．鉱山の沿革および現況

　この鉱山は戦時中鴨川ニッケル株式会瀧嶺岡鉱山どし

て，干ッケル採掘お、よび製錬を行つていたもので，現在

は鴨川化工株式会1置としてアルギン酸（鴨川工1場）力一

バイト・・ジクゥーノレ・アセチレン等（船橋工場）を製『

造し，採掘場は全く休止しているる

　今参考資料としてニッケル探掘当時につレ・てその澹革

を述べるろ、昭和・3年以前薩礎欄査裸鄭・日召和1＆

年会批設立，鴨川工場（製錬所）設立，昭和14年電気炉

にょるフェ・吊ッケル製造に成功して，日本ピズトンリ

ング・海軍省へ出荷，・昭和15～16年千葉県船橋市に工場

灘し，主として海軍，他に目本製鋼所（號）臼へ出荷

していた。昭和20年8月休業，昭和22～ゑ3年採掘場設備

撤去（ト・線，ケーブル（1，6町n）及びとれに伴う設備）

後，現地に事務所を筐かに残すのみである。

　畠ッケル製錬用としては含ニッケルクローム（Ni318
2・1×106t巽縢馨1盤梅％，cち2．5％c．2．4－4％Si・22・5郵％）「弄t

　　　　で至便　　，　　に対し，原鉱石20tを使用したといわれる。採掘当時は

　　　　　　　　　　5，000t／月を生産し，船橋工場3，000t／月，鴨川工場
　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

6）　昭和25年渡製麗目標は50，000tであリユニ場は；欠の4工場で・あるp

　日本化學郡山工場・鉄興祉酒田工場・日本冶金大江工場・・日之

　出化學富山工場

1，20Gt／月を処理していた。現在（昭和26年3月）アル

5）ニツケル鑛石9ての品郷NiO・5心0・7％備に1％土のも囑

　あつ塵。
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北海道渡島国水無鉱山ドロマィト鉱床調査報告（齋藤正雄・松村明）

ザン酸2～3t1月，カ・一バイト300～500t／月，，岩綿200t／月

の生産をなして恥る。

　　　　　6．結1論
立地條件と鉱量とに恵まれ，かつMgOが幾分低い傾

向があるが，分析値だけによつて利用価値を論ずること

は宅きないので，熔性燐肥製造工場の積極的試瞼が望ま

しいo
採掘搬出には旧操掘場（曾呂村小山東北方高地）より

B地区鴨川町西側県道澹い高地の部分が極めて便利であ

．るo

553．672：　550．8　（524）：　622．4

北海道渡島国水無鉱山、ド．自マイ・ト鉱床調査報告

齋藤正雄鱒・松村 明管

　　　　　、R6sum6　　・

・Do夏omite　Ore　Deposits　in　Mizumshi

Mine，Hokkaiα6

by

M．Saito　and　A．Matsumura

　　The　Mizunas無i　mine　lis　llocated　at　Kamiiso』

machi，Kamiiso一＄unレ6k血ηortheast　from　Ka－

miiso　Statioゑ，　Esashi　Line，　and　the　ore－of　the

mine　may　easily　transport　bジ　tねck．

　Geology　of㊧he　surrounding　area　is　co：nsist＿

ed　Pof　Palaeozoic　and　Tertialy　formations，but，

inthemi伽gafea，・fch1eflyPalaeQz・iclimeご

s悉one　which　intercalated　with　thin　bed　of　slate．

1丁血islimesto纂eiゆ1uisぬgreytodarkgrey，com－

pact　and　platy，and　somewhat　homogβneous（Ca

、Co396－98％）．丁五e　limestone至s　worked　a七tぬree

Places，　一

　Dolomite　deposiむis　a　replaced　one　which

㌧6nveloped－in　the　limestone，　and　it　runs　MIW－

SSE　in　irregulaゴ恥m10m　in　thih，1－4m　in　I

width’and23m　ih　Ie尊gth．Each　ore　b6dy　has

3m　in　diameteratlargestpart．・Thereisa
fault　along　the　ore　deposit　which　inclines　to　W，

and　so　it　seems　that　the　f＆ult　ha＄the　close

relati・垣nthef・m・ati・n・fthed・1・mitedep・sit・

’The・reiscoarse－gminedanddarkgreyc・10red，

｛md、onthe　weathering　surface　it　chahgesto　powder・

丁赴e　component　min♂als　is　chiefly　dolomite　with

・a　little　calcite，　The　northern　part　of　the　ore

body　contai血s　MgO　more　than17％，

　　　　　要　　 約

本鉱山は上磯郡上磯町にあつて，江差線上磯駅の北東

1）北灘溝支所

6km　に当り，・その聞トラック輸邊が可能である。附近

の地質は古生暦およぴ第三紀暦であるが，鉱区内では古

生暦の石Z災岩を主とし，僅かに粘板岩の來みをみるのみ

である。本石友岩は青友～暗友色緻密板状で昂つてCaC

O396乃至98％の比較的均質なものであり，從來2，3「

箇所において稼行されている。

　ド・マイ・ト鉱床は石友岩中に概して北北西方向に幅1

～4卑，延畏23mの聞で芋蔓状に不規則に胚胎する交代

鉱床である・各箇の蔓状塊鉱の大きさは大なるもので径

3m程度である。鉱床に沼つて西へ落す断層が存するが，

．これが鉱床生成に関係したもりと思われる・F鉱石は粗粒

暗友色で風化面では粉を吹いたような現象があつて，自

然に崩壊する。組成鉱物としては主として苦友石で，方

。解石を伴つている。品位は鉱体北半のも¢）が優良でジ

MgO17％を超える。鉱量は小さいのでドロマイト鉱山

として將來性は少ない。

　　　　　　1．緒　　言
　渡島国上磯郡分ロノ沢に発達する石友岩は，古くより

その埋藏量の豊富な点で注目され，現在も日本セメント

株式会1吐でセメント原石として探掘しているoさらにご

れよ り直距離2km南め水無川に迄石友岩の蓮続分布が一

見られるが，最近迄との水無川でも3箇所で小規模採掘

が行なわれていたoその中の一？に上磯町所有g水無鉱

山があつて，たまたま富士製鉄室蘭製鉄所へ原石邊鉱中

特に苦土質の多いものに出会し，これがド・マィト鉱床

とじて稼行されうるものと認定された。よづて昭和24年・

より斜ロマイトを目的に稼行していたところ，漸次その

苦土分の低下を來たしたので，その原因を追及する必要『

．に迫まられてきたσ今回上磯町の嬰望もあつて，技術指

導り意を含めて水無沢一円の地質鉱床調葺を行つだ。調

査期聞は昭和25年11月上旬の5月聞であつて，ドロマイ』

ト鉱石の到定には稀塩酸を以つてした。癒お鉱床は石次

岩大露頭の上部寄りに賦存していたため，とれが調査に

は直上㊨大木よりに・一プに身をまかせて降りるという

冒瞼をなした。
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